








































































































10 は詩で、巻 11 ～巻 12 は文で、そのうちの第 11 巻には、他人の著作のために寄
せた 13 点の序文が集められている。苛烈な戦争が展開される中、平和な一面を立
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　　施敬（浙江銭塘人、23 首）・僧天祥（日本人、11 首）・僧機先（日本人、18 首）・
僧大用（日本人、１首）。














































（ 54 ） — 241 —
②『文津閣四庫全書』集部総集類第 1376 冊、北京：商務印書館、2006 年。
③『雲南叢書』第 147 種、第 306 冊、趙藩・陳栄昌等輯、1914 年雲南叢書処木刻本。
④『叢書集成続編』文学類第 114 冊、台北：新文豊出版公司、1989 年拠雲南叢書
影印本。
⑤『叢書集成続編』集部第 150 冊、上海：上海書店、1994 年拠雲南叢書影印本。






























　台湾旧中央図書館蔵。八巻、４冊、鈔本、表紙なし。書高 27 ×幅 17.6㎝。界・



















































































































































朱文方印、「蕘 / 圃」朱文方印、「蕘圃 / 鈔蔵」朱文方印、「黄印美鎏」白文圓印、「賦
/ 孫」朱文方印などが捺されている。
　そして、張燮関係の蔵書印も数多く捺されている。「小 / 琅 / 嬛 / 福 / 地」朱文
扁方印、「芙川張蓉 / 鏡心賞」白文長方印、「虞山 / 張氏」朱文方印、「張」白文長
方印、「蓉 / 鏡」朱文方印（２つ、大小・字形同じからず）、「芙 / 川」白文方印、「蓉
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/ 鏡」白文方印、「芙川 / 居士」朱文方印、「味／経」白文方印、「琴川張蓉 / 鏡寓目」
白文方印、「張蓉 / 鏡印」白文方印、「芙川 / 鑒定」朱文小方印等。
2. 清古歓堂鈔本（図３参照）














　巻一冒頭に、「菦圃 / 收蔵」朱文長方印、「長州顧 / 氏蔵書」朱文長方印、「湘舟



































































































































































































（５）　辛法春：『明沐氏与中国雲南之開発』、台北：文史哲出版社、1985 年、103 ～ 104 ページ。












































































（37）　「（八巻本）為最足本。然前四巻大半為闇淡之人、故以 “ 遺珠 ” 為名。況收至僧三人、似
乎已完、後三十二人、如倪謙、卞栄、童軒、沈周、大名鼎鼎、幾乎無人不知、与 “ 遺 ” 字
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図１．清呉県黄氏士礼居鈔本巻首
明代雲南に残した日本人の漢詩
（ 70 ） — 225 —
図２．清呉県黄氏士礼居鈔本にある黄丕烈の嘉慶二十四年付の跋文
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図３．清古歓堂鈔本巻首
明代雲南に残した日本人の漢詩
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図４．清古歓堂鈔本巻末にある張乃熊の手跋
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